
３Ｒイニシアティブ国際推進費 １４４百万円（１０３百万円）

廃棄物・リサイクル対策部 企画課

１．事業の概要

３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）イニシアティブの推進につい

て、我が国がＧ８議長国となる平成２０年（2008年）を目指して、以下の事

業の実施により国際的なリーダーシップを発揮する。

Ⅰ．アジア各国の３Ｒ推進のための政策対話・計画/ビジョン策定支援協力

アジア各国において３Ｒを推進するための計画/ビジョンの策定を支援

する。また、シンガポール等と協力して東アジアにおける３Ｒ政策対話

を実施する。

Ⅱ．３Ｒに関する技術移転の推進

３Ｒに関する技術・システムの情報をデータベース化し、アジア開発

銀行や国連環境計画と連携して情報拠点を構築する。

Ⅲ．アジア資源循環研究推進事業

アジアにおける３Ｒ・廃棄物管理の研究者・専門家間での連携を目的

とした研究ネットワークを形成する。

Ⅳ．（新）３Ｒ行動計画案策定調査

平成20年に日本で開催するＧ8サミットを念頭に３Ｒ行動計画案を策

定する。

Ⅴ．（新）３Ｒイニシアティブ高級事務レベル会合の策定

３Ｒイニシアティブに関する具体的な取組について議論するために、３

Ｒイニシアティブ高級事務レベル会合を開催する。

Ⅵ．（新）３Ｒ技術国際展開実現可能性調査

我が国が有する３Ｒ技術・システムの国際展開を図るべく、処理困難物

を我が国の技術を用いて無害化し希少金属を回収する取組について、環境

の影響を含めた実現可能性調査を行う。



２．事業計画

Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１

事前調査 政策対話 計画策定 ３カ国の事業を
Ⅰ ３グループに分けて実施

東アジア
政策対話

データベース作成 データベースの管理・情報拠点の構築
Ⅱ

Ⅲ 研究ネットワークの形成

Ⅳ 計画案策定 Ｇ8サミット フォローアップ

Ⅴ 高級事務レ 高級事務レ
ベル会合 ベル会合

実現可能性調査実施 フォローアップ
Ⅵ

３．施策の効果

○平成20年に日本で開催するＧ８サミットへ向けての３Ｒイニシアティブの

更なる推進

○政策担当者レベル、研究者レベルでのアジア各国間の連携の強化

○３Ｒに関する国際的な研究の推進による科学的基盤の強化

○我が国の先進的な３Ｒ技術・システムの国際的な展開



３Ｒイニシアティブ国際推進費

・資源価格の高騰

国際的な循環型社会
を構築するために、

まず各国の国内で循環
型社会を構築し、

廃棄物の不法な輸出入
を防止する取組を充
実・強化し

その上で循環資源の輸
出入の円滑化を図る

ことが必要。

我が国は、Ｇ8議長国
となる2008年を目指
して３Ｒイニシアティ
ブの推進に向けてリー
ダーシップを発揮

課 題
基本的な考え方

（平成18年版循環型社会白書）

具体的な取組

・東アジア３Ｒ政策対話の実施

３Ｒ技術・システムに関する
情報拠点の構築

３Ｒに関する研究者・専門家の
ネットワーク形成

バーゼル条約を基盤とした、廃
棄物の不法な輸出入の防止対策
（別掲）

循環資源の越境移動において環
境保全を確保するためのフィー
ジビリティー調査の実施

３Ｒイニシアティブ高級事務レ
ベル会合の開催（2007年）

廃棄物の発生の増大
と質の多様化による
不適正な処理

・

循環資源の越境移動
の活発化による国内
外の廃棄物処理・リ
サイクルシステムへ
の影響

・

３Ｒ行動計画案の策定

アジア各国における３Ｒ推進計
画/ビジョンの策定支援
・

・

・

・

・

・

・

①

②

③



３Ｒイニシアティブ国際展開の戦略（案）３Ｒイニシアティブ国際展開の戦略（案）

Ｇ８環境大臣会合(日
本)

Ｇ８サミット(日本)

３Ｒ行動計画策定

Ｇ８サミット（ドイツ）

物質フロー会計に関
するＯＥＣＤワーク
ショップ（東京）

３Ｒ高級事務レベル
会合（日本）

国連持続可能な消
費･生産専門家会合
（ｽｳｪｰﾃﾞﾝ）

ＡＤＢ総会(京都)

東アジア政策対話

３Ｒ高級事務レベル
会合（東京）

Ｇ８サミット（ロシアサ
ンクトペテルブルグ）

アジア３Ｒ推進会議

（東京）

３Ｒ研究ネットワーク
会合（北九州）

ASEAN･東アジア環
境･保健地域ﾌｫｰﾗﾑ
閣僚会合（ﾊﾞﾝｺｸ）

３Ｒイニシアティブ閣
僚会合（東京）

Ｇ８グレンイーグルズ
サミットで３Ｒの推進
を確認

国連持続可能な消
費･生産専門家会合
（コスタリカ）

Ｇ８シーアイランドサ
ミットで３Ｒの推進に
ついて合意

20082007200620052004

３Ｒイニシアティブ
を立ち上げ

Ｇ８プロセス

国連プロセス

３Ｒの取組を推進 ３Ｒの成果のとりまとめ

アジアでの３R推進



先進国が率先して

３Ｒを実現

地域大での取組

の推進

先進国の経験を

途上国に発信

途上国において

３Ｒを盛り込んだ

廃棄物の適正

処理を推進

適正な資源循環

の確保

高級事務レベル
会合の結論（案）

我が国の取組の方向性
（中環審専門委提言）

日本国内で３Ｒを推進

日本の経験をとりまと
めて発信

アジアでの３Ｒの推進

•政策対話の実施や計画
策定支援

•循環的利用･処分の能
力向上

•研究ネットワーク構築
•地方自治体やNGO･
NPOの取組推進
•他の環境分野との連携

不法輸出入の防止

循環資源の国際的な
移動の円滑化の検討

具体的な取組

家電リサイクル法、食品リサイクル
法の見直し

３Ｒ活動推進フォーラムの活発化

循環白書の作成・英訳

6/7 日韓部局長級政策協議

６月末 廃リ部長アジア出張

政策対話（ﾀｲ､ﾏﾚｰｼｱ）

7月下旬 シンガポールとの連携

E-waste対策プログラムの推進

不法輸出入防止ネットワークの充実

10/30～11/1に東京で
アジア３Ｒ推進会議を開
催

（議題）

・生ゴミ

・E-waste
・医療廃棄物

･３Ｒ計画策定

2006年における３Ｒの展開20062006年における３Ｒの展開年における３Ｒの展開

ベトナム等での３Ｒ推進計画
策定支援

具体的なプロジェクトの実施
（JICAﾍﾞﾄﾅﾑ･ﾊﾉｲ３R生ごみ
分別ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）

11月 ３Ｒ研究ネットワーク

会合（北九州）

アジア全体での有害廃棄
物等のリスト策定

ASEAN･東アジア環境･保健地域ﾌｫｰ
ﾗﾑ閣僚会合（ﾊﾞﾝｺｸ）の元に発足する、
廃棄物WGへの対応

アジア地域における３Ｒシステム構築
の研究（廃棄物処理等科学研究費）

・7月中旬Ｇ８サミット（ロシア・サンクトペテルブルグ）
・ＡＰＥＣ首脳会議（2006年11月、ﾀｲ･ﾊﾞﾝｺｸ）



アジアでの３アジアでの３RR推進戦略推進戦略((案案))

アジア地域全体での取組

•３Ｒ推進会議の開催
•研究ネットワークの構築
•不法輸出入防止ﾈｯﾄﾜｰｸ
•E-Waste対策
•AEAN+3の枠組活用

推進重点国

中国、韓国、ベトナム、シンガポール

ｳﾞｨｴﾄﾅﾑ
•３Ｒ推進戦略の策定
•JICA3R生ごみ分別ﾌﾟ
ﾛｼﾞｪｸﾄ

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
ASEANのとりまと
め国との連携

中 国
•TEMMの枠組活用
•日中廃棄物･３Ｒ会議
•中国中央電視台企画
を通じた小池大臣によ
る日本の経験の発信

韓 国
•TEMMの枠組活用
•日韓部局長級政策協議




